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新学期が始まって１か月がたちました。コロナ禍のため休校が続いていたのがち

ょうど３年前、次第にコロナ前の状況に戻りつつあります。皆さんは新たな環境の

中、どのような１か月を過ごしたでしょうか。新学年での生活にまだ慣れず、疲れて

しまったり、今後への不安を感じたりした人もいると思います。そのような場合は、

自分なりの方法でしっかり休んで、そして再び進んで行ってください。休む時間が

もったいない、それより早く終わらせたい、という人がいるかもしれませんが、一度

休みを入れることでその後の活動の効率が上がるということもあります。おいしい

物を食べる、寝る、走る、何もしない、など自分に合った休息の方法を持っている

と、色々なことが続けやすくなるのではないでしょうか。

南高校では、５月１２日（金）から担任の先生との個別面談期間に入ります。放課

後等に日頃の生活全般や勉強、部活動、進路などに関して話したり相談したりでき

ます。この機会にぜひ困っていることや生活全般に関する思いなどを伝えてみてく

ださい。もちろん、面談期間でなくても、何かあったら周囲の先生に気軽に声を掛

けてください。職員一同、皆さんと語り合えることを楽し

みにしています。そして、共に高校生活を充実

させ、進路実現を目指しましょう。

令和５年度 進路だより

５月の進路関係行事

10(水) 県高校総体（～12日）

12(金) 進路講演会①②

生徒懇談期間（～19日）

18(木) 定期試験時間割発表

25(木) 第１回定期試験（～30日）

６月の進路関係行事

2(金) 進研共テ模試③(放課後)

(16:10～)

3(土) 進研共テ模試③

駿台全国模試①②③

( 8:30～)

21(水) 第59回緑陽祭(体育祭)

23(金) 第59回緑陽祭(文化祭)

(～24日)

26(月) 6/24代休

27(火) 定期試験時間割発表

30(金) キャリア教育①

※○数字は学年を示します

e新型コロナウイルスの感染拡大状況等

により、予定が変更になる場合がありま

す。ご注意ください。

<進路研究会実施>
５月１日（月）放課後、校内で教員対象の進路研究会が行われました。昨年度

３年生の担任をしていた教員が生徒の受験を通して気付いたこと、自身が学
んだことなどを報告し、今後の生徒支援に生かすことを目的としています。生
徒の皆さんの参考になりそうな報告の一部を紹介します。
＊受験に限らず、物事に取り組む姿勢やそれに向かうプロセスが重要。受験
を最後までがんばり切ることは成長の糧となる。

＊合格のためには、クラス全体で受験に向かう集団としての雰囲気が重要。
最後まで粘れるかなどを左右する。

＊教科担当の先生を信頼し、勉強方法の相談を積極的にするとよい。その際
には、ただ「何をやったらいいのか」ではなく、問題点や目的意識を一緒に
伝えるようにする。

＊面接や小論文については個別指導が行われるが、指導にあまり積極的で
ない生徒は合格できないことが多かった。

＊共通テストの平均点上昇に伴い、難関国公立大に志望者が集まり、また、
２次試験比率が高いこともあり、厳しい勝負になった。２次試験を見据え
た記述力向上への対応が重要。（領域を横断した知識を活用するような
問い、記述量の多い論述などへの取り組み）

＊受験は合否だけでなく、教員生徒共々様々なことを学ぶ良い機会。教員
はこれまで以上に進路指導について意識を高く持ち、生徒の進路実現の
ために尽力していきたい。

学年問わず、今日から実行したり、心に留めたりできそうなことがあるの
ではないでしょうか。受験には困難が伴いますが、苦しい表情をしていた昨
年度の受験生が進学し、今では晴れ晴れと顔を見せに来てくれる場面も多々
あります。そんな日が来るよう、がんばっていきましょう。

真善美 高きを求め
朋がらよ ひたに進まん

大いなる夢を追いつつ



第５８期生の主な合格校
大学名 人数 大学名 人数 大学名 人数

北海道 １ 金沢 １ 大阪公立 １

東北 １ 山梨 ４３ 早稲田 １

山形 １ 信州 ９ 慶應 ５

茨城 ６ 静岡 １０ 明治 ５

筑波 １ 浜松医科 １ 立教 ４

宇都宮 ２ 名古屋 １ 中央 ７

千葉 ２ 広島 １ 法政 ７

お茶の水女子 １ 高崎経済 ４ 東京理科 ８

電気通信 １ 東京都立 ６ 自治医科 １

東京学芸 １ 都留文科 １３ 日本 ２４

東京芸術 １ 山梨県立 １１ 東洋 ８

東京農工 １ 諏訪東京理科 ２ 駒澤 ８

新潟 １ 静岡県立 ２ 専修 １６
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<令和５年度 進路指導部>
末尾になりますが、今年度の進路指導部を紹介します。

氏 名 正副担任 教科・科目 備 考
主 任 柴田 香枝 国 語
副主任 安藤 春美 ３－１副 地歴（地理）

三井 美和 ３－５正 英 語
第３学年 萩原 真慈 ３－１正 公民(政経) ３年副主任

清水 泰裕 ３－６正 理科(化学)
一瀬 大樹 ２－５正 国 語 理数科副主任

第２学年
瀧田 大 ２－６正 数 学
小沢 智子 １－１正 地歴（日本史）

第１学年
有野 将太 １－５正 数 学

事 務 上田 百合子

左の1０名が今年度、進路指

導部を担当します。

生徒一人ひとりが自分の適

性を探りながら資質・能力を向

上させ、希望する進路実現に

向けて日々努力することがで

きるように、様々な面から全力

で支援していきます。こんな資

料を探している、大学について

知りたいなど、気になることは

ぜひ気軽お尋ねください。お待

ちしています。

この３月に卒業した第５８期生の最終進路結果がまとまりました。紙面では一部の大学のみの掲載となりますが、最

終的な延べ合格数は国立大学９４名、公立大学４９名、私立大学４４５名、国公私立短期大学９名、各種専門学校１３名、

所管大学校３名でした。国公立大学の合格者は１４３名で、卒業生全体の６１．９%を占め、過去６年間の中で最多です。

難関大については進路研究会に関する記述でも触れたように苦戦した面がありましたが、国公

立医学部医学科合格者が１２名で、健闘しました。受験に特効薬や必殺技は期待しない方が懸命

です。授業、小テストや課題への真剣な取り組み、模試の復習、志望校の過去問題へのチャレン

ジ、疑問点を放置しないなどの日々の地道な取り組みを続けた人が多く合格を得ていました。


